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        休会  納涼例会  休会                          休会                        例会 例会 

本本本日日日のののプププロロログググラララムムム（（（888 月月月 555 日日日）））   

納 涼 家 族 例 会 

フォレストヒルズガーデン 19:00～21:00 

次次次回回回のののプププロロログググラララムムム（（（888 月月月 222333 日日日）））   

社会医療法人 千秋会 井野口病院 院長 井藤久雄様 

「台所でできるがん予防：最近の話題から」 

第１０８２回 ２０１７年７月２６日 例会記録 

点  鐘 乗越会長 

ロータリーソング「我等の生業」 

出 席 報 告 

 会員数 

名誉会員 

出席者 メイク 欠席 

(免除 ) 

出席率 

本 日 

(7/26) 

27 

1 

18 

 

2 7 

 

74.07 

 

メイク 灰谷・重森 

前々回 

(7/5) 

27 

1 

21 

1 

2 4 

 

85.19 

メイク 灰谷・重森 

食 事 時 間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報 告 事 項 

 我々が以前シスター黒田小

夜子さんが設立されたブルキ

ナファソの栄養失調児回復セ

ンター（CREN）を支援していま

したが、この度、黒田さんが 

7月 21日公益財団法人社会貢

献支援財団の表彰を受けられました。その時の写真を

お兄様が届けてくださいましたのでご報告させていた

だきます。 

黒田さんが作られたブルキナファソの栄養失調児

回復センター（CREN）は、バオバブの会（代表 内山

恵子様）が支援を続けておられますが、そちらからの

情報も届きましたので合わせて回覧させて頂きます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



会 長 時 間 

 本日は、三原やっさ祭り

実行委員長の森川様とミ

スやっさの浦郷様におい

でいただいております。後

程やっさ祭りのお話を聞

かせていただけると思い

ますのでお楽しみに。 

さて、夏という事で高校球児たちが全国で甲子園を

目指して頑張っていますが、広島県においては昨日決

勝戦があり、広陵 9：5 広島新庄で広陵高校が 2

年ぶりの夏を制覇しました。 

プロ野球は昨日広島カープと巨人が対戦し、広陵高

校出身の野村投手が巨人をおさえて 2対 1で勝利しま

した。今年私は 3回球場に行く機会があり 3連勝です。 

高校球児やプロ野球の選手を目指す方は、それぞれ

幼いころ地域の中で少年団の野球チームで活躍され

ていると思います。先日、私が住んでいる入野小学校

区の安芸入野スポーツ少年団というチーム、私の子供

も子供のころお世話になったチームですが、年に 4回

県大会に出場するチャンスがあるのですが、その内の

1 回を第 2 位で制覇し、8 年ぶりに県大会に出場が決

まったという非常に喜ばしいニュースが入ってきま

した。8 月 5 日豊栄のへそ祭りがある日ですが、広島

県総合グランド野球場（Coca-Cola West野球場）で試

合がありますので、もし機会がございましたら応援に

行ってあげてください。 

7月 30日（日）河内町で

リバーサイトフェスティ

バルというイベントがあ

ります。椋梨川の河川敷で

鮎のつかみ取りをして塩

焼きをし、食べておいしい生ビ

ールを飲んで帰れるイベントで

ございますので是非お子さん、

お孫さんを連れておいでくださ

い。 

幹 事 報 告 

《配 布 物》週報1081号・会費のお願い 

地区大会本登録・やっさ祭りチラシ 

7月理事会報告（決算・予算書） 

《回  覧》防府ＲＣ60周年記念誌 

・地区大会本登録出欠表 

・元米山奨学生 黄琳娜さんより近況報告メール 

・赤十字ＮＥＷＳ 

・ロータリー情報ハンドブックのご案内（3,000円） 

・ロータリー入門書のご案内(800円) 

・ブルキナファソ関係資料 

・納涼家族例会出欠表 

卓 話 時 間  

 

「第４２回三原やっさ祭りについて」 

 

 

 

三原ミスやっさ  

浦 郷 杏 菜 様 

 

 

 

皆様こんにちは。2017三原ミスやっさの浦郷杏奈と

申します。本日は広島空港ロータリークラブ例会にお

招きいただきまして誠にありがとうございます。簡単

ではございますが今年の三原やっさ祭りの見どころを

ご紹介させて頂きます。 

まず初めに、金曜日の夜は市内約 1000名小中学生に

よる子どもやっさ踊り、そして約 1000名の踊り手によ

る創作・正調やっさ踊りを披露いたします。土曜日に

は約 5000名の踊り手による正調やっさ踊りを披露い

たします。また土曜日にはヒップホップダンスバトル

も開催いたしますので、ぜひ踊りが大好きな皆さん踊

りに参加するもよし、観覧で楽しむのもよし奮ってご

参加してください。 

また土曜日の夕方は三原駅前を中心として瀬戸内三

原 築城 450年事業としまして、“築城 450年！メモリ

アル・ハッピーパレード”と題しまして、地元のダン

スチームの演技をはじめとし、メインには東京ディズ

ニーリゾート・スペシャルパレードを開催いたします。

当日は地元の小学生も一緒にパフォーマンスに参加す

るということで盛り上がり間違いなしです。ぜひ皆さ

ん楽しみにしてください 

そして三原やっさ祭りのフィナーレといえば、そう

三原やっさ花火フェスタですね。近年とても有名な花

火となってまいりましたが、

今年も中四国地方最大級の 2

尺玉を打ち上げます。今年は

三原のさんという数字にちな

んでなんと 3発上げる計画で

す。ちなみにこの 2尺玉花火

の打ちあがる高さを皆さんご

存知でしょうか。実は 450メ

ートルの上空まで上がり、約

直径 450メートルにも開花い

たします。偶然にも今年の築

城 450年と数字つながりですね。 

最後になりますが今年の 8月 11、12、13は三原やっ

さ祭りの会場で皆さまのお越しをお待ちしております

ので、多くの皆さまのご来場お待ちしております。 



 

 

第 42 回三原やっさ祭り 

実行委員長 森川朋和 様 

 

 

 

はじめに、これまで 42年の長きにわたり三原やっ

さ祭りの運営並びご賛助を賜りました多くの方に、心

より感謝の意と御礼を申し上げます。その功績は、市

民の皆様に“夏が来ればやっさが来る”と認識いただ

き、やっさ囃し歌が聞こえれば自然と体が動き“ワク

ワクする”そのマインドは、子どもの頃からの実体験

を通じて市民の根っこに深く根付いています。やっさ

祭りがこれほど多くの方に認知いただき、楽しんでい

ただける祭りへと成長を遂げたのは、先人の尽力はも

ちろんですが、世代を越えて三原で最も親しまれ愛さ

れてきたやっさ踊りを祭りの中核として継承してき

ているからであると確信しております。 

 本年は瀬戸内三原 築城 450年の記念すべき年を迎

え、三原市内でも多くの行事が開催される中で三原市

全体の盛り上がりとして体感できるほどになってき

ております。10月のエンディング、そして築城 500

年へと続くスタートを迎えるにあたり、三原やっさ祭

りにおいてもこの機会を最大限に活かし、450年とい

う長き歴史にちなんだ内容を盛り込み未来を見据え

た祭りを展開して参ります。 

特に今年一番の目玉としては祭りの中核である三

原やっさ踊りです。これまでも特に力を入れて取り組

んで参りましたが、本年はより子どもたちが参加しや

すい環境を構築できるよう、子どもやっさの振興に注

力して参ります。これからを担ってゆく子どもたちの

醸成は、私たちにとって本当に不可欠なものであると

考えます。まずはこのまちを好きになってもらうため

にも子どもやっさ踊りの振興をこれからの三原やっ

さ祭りの最重要課題として考え取り組んで参ります。 

また実行委員会の内部の運営自体にも目を向けて、

第 40回の村上実行委員長が掲げられた組織の増強、

予算の獲得、各種事業の見直しなど単年度ではないこ

れから先を見据えた運営形態へと変化してゆけるよ

う取り組んで参ります。例えば今年度から組織の増強

として、まずはここ 4年ほど取り組んできているやっ

サポ（やっさサポーターの略称）の増強に着手して、

現在 100名程度のボランティアスタッフを確保してお

ります、また踊りチームからのボランティアスタッフ

も 20名程度金曜日、土曜日と踊り警備のお手伝いを

していただけるようになっております。そしてこれま

で取り組んできていただいている各委員会の連携を、

今まで以上にはかれるように実行委員会での会議 

体のあり方について議論の時間に費やすことに取り組

んでまいりました。 

次に予算獲得に向けてまず初めに着手したのが、広

告協賛のあり方についてです。昨年度まではガイドチ

ラシのみの広告媒体であったものを今年から新たにリ

ニューアルして、まずはガイドチラシが今までガイド

チラシと広告協賛と 2枚に分かれていたものを 1枚に

し、紙のサイズをＢ２判からＡ２版へとサイズアップ

して表面がガイドチラシ、裏面が広告協賛としてこれ

まで新聞折り込みでしか、広告協賛を見ることがなか

ったものを、会場でもどこでもガイドチラシさえあれ

ば、必ず広告協賛が見ていただける形態へと変更しま

した。 

また今回ホームページのリニューアルを行い、今ま

で商工会議所の職員さん任せで行っていたものを、す

べて外部に発注し今まで取り組めなかった広告協賛の

媒体としての活用また、申請手続き関係なども電子化

にシフトチェンジすることで、若い世代にも対応でき

るようになりました。またこのおかげで事務業務並び

に、紙の無駄遣いの削減にも大きくつながりました。

しかし、予算獲得について現状やはり厳しい状態であ

るのは否めません。なぜなら今年は築城 450年の特別

予算が 500万円程度あり、三原市からの補助金が 680

万円ほどありますが、今年が終わったとき、来年度以

降これほど予算がいただけるのか、これは現状全く不

透明であると思います。であるからこそ今年広告協賛

の大切さをより感じ、多くの企業様にご賛同していた

だくためには企業様にもメリット面をしっかりと伝え

ないといけないのであると考え事業費獲得にむけた動

きを展開してきました。 

そして最後に事業の見直しといいますことで、今年

もこどもやっさ踊りを実行委員会として最重要の課題

として考えている点は申し上げたのですが、この点に

ついてここ 3年間継続で同じ委員会を作り、また同団

体に取り組んでいただき継続することで、ここ何年か

で初めて参加チームが 2チーム増加し、過去最多の 13

チームとなりました。この事業は継続することで必ず

みを結ぶものであると、私は信じておりますので、最

終目標はやはり全校参加を目指して取り組んでまいり

ますので、皆さまのご協力よろしくお願いします。 

結びに、この三原がかがやき続けるために、まちの

アイデンティティである三原やっさ祭りをより盛大に

開催できるよう粉骨砕

身の精神で尽力して参

りますので、これまで

同様変わらぬご支援と

ご協力を賜りますよう

お願い申し上げます。 



 

 


